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2022 年 8 月 29 日〜9 月 3 日に日本胃癌学会より参加助成を頂き、KINGCA 

WEEK 2022 に参加させて頂きました。前半 3 日間は Master Class として Seoul 

National University Hospital での手術見学、後半 3 日間は oral presentation を含

む韓国胃癌学会学術集会への参加というスケジュールでした。Seoul National 

University Hospital は韓国屈指の大学病院で、胃癌に関しては年間約 1000 例の

手術が行われております。私は 3 日間の病院見学で 6 例の胃癌手術(腹腔鏡下手

術 4 例、ロボット支援下手術 2 例)を見学させて頂きました。また 1 例は実際に

手洗いをし、術野で参加させて頂きました。韓国の胃癌手術は日本の手術と似て

おり、同じレベルの低侵襲胃癌手術を短時間でこなしている印象でした。Seoul 

National University Hospital には常時世界中から留学生が来ており、私が滞在中

も胃外科にはエジプト人(1 年間)、インド人(3 ヶ月間)、イスラエル人(1 年間)



の留学生がおり、術中や手術後に彼らとディスカッションしたことも大変勉強

になりました。留学生は皆、自国では腹腔鏡下大腸手術は行なっているが、胃癌

手術は見たことがないので、Seoul National University Hospital で学んで自国で

も導入しようという医師でした。 

Seoul National University Hospital では毎週リサーチカンファレンスが行われ

ておりますが、世界中から著名な研究者を毎週招待し、最先端最高峰の研究内容

を学ぶ場が提供されていました。またその他のカンファレンスも全て英語で行

われており、国際力の強さを実感致しました。滞在期間を通して、Prof. YANG

には大変お世話になりましたが、Prof. YANG は英語力の重要性を常に強調され

ておりました。手術中は我々留学生が理解できるように全て英語で説明して下

さり、私にも練習あるのみと英語でどんどん話すように促して下さいました。リ

サーチカンファレンスでは著名な研究者に質問する機会を与えて頂き、また最

終日のキャンサーボードではスライドを用いて Seoul National University 

Hospital での研修内容を発表させて頂きました。 

私は今年で医師 14 年目になりますが、国内では慶應義塾大学病院、浜松医科

大学附属病院、静岡がんセンターなどハイボリュームセンターで研鑽を積む機



会に恵まれてきましたが、海外で研修する機会は今回が初めてでした。Prof. 

YANG はそのことに大変驚かれ、もっと海外で研修し、世界に視野を広げるよ

うにと指南して下さいました。今回の研修を通しても日本の手術レベルの高さ

は再認識致しましたが、それでも海外で研修することで学ぶことはたくさんあ

ると実感致しました。3 日間という短い研修期間でしたが、自分の英語力を高め、

再び海外で研修したいと強く感じるようになりました。 

ソウルから水原に移動し参加した後半の韓国胃癌学会学術集会では、大学院

在籍時から研究に携わっている S-1 用量算出式の臨床応用について発表させて

頂きました。Seoul National University Hospital での研修を活かせたのか慣れな

い英語での発表を堂々とすることができ、Best Oral Presentation Award を頂く

ことが出来ました。きっと学会に参加するだけでは受賞出来なかったと思いま

す。 

この度は素晴らしい研修の機会を与えて頂いた日本胃癌学会理事長の掛地吉

弘先生、監事の小寺泰弘先生、国際委員会委員長の竹内裕也先生には心から御礼

申し上げます。8 月初旬の段階で VISA 取得が困難な状況でしたが、様々な方に

ご協力頂きなんとか VISA 取得もでき、大変有意義な 1 週間を過ごすことが出



来ました。来年以降は韓国渡航も今年より容易となっていることが期待されま

す。日本胃癌学会からの KINGA Master Class への派遣が継続し、一人でも多く

の若手学会員が国際感覚を身につける機会となることを心から願っております。 

 

 

Prof. YANG の教授室にて記念撮影 

(左)国がんより参加された西野先生 (中)Prof. YANG (右)坊岡 



 

手術に参加する様子        留学生と共に検体整理にも参加した 

(左)Prof. YANG (右)坊岡     (右)坊岡 

 

 

リサーチカンファレンスで質問する様子     SNUH での発表 

 



 

KINGCA 2022 学会場 

(左)坊岡 (右)竹内国際委員会委員長 
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